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電灯用単相三線式バランサ概観写真 
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単相三線式バランサ動作シュミレーション 

電灯５０A分電盤～島分岐間電圧降下曲線
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単相３線式バランサ仕様書 

　１φ－３W　バランス仕様書

2007.11.3

仕　様　　　　　機　種 ５０Ａ ７５Ａ １００Ａ １２５Ａ １５０Ａ ２００A ２５０A ３００A ３５０A ４００A

周　波　数 ５０／６０Hz ５０／６０Hz ５０／６０Hz ５０／６０Hz ５０／６０Hz ５０／６０Hz ５０／６０Hz ５０／６０Hz ５０／６０Hz ５０／６０Hz

相　　　数 １φ－３W １φ－３W １φ－３W １φ－３W １φ－３W １φ－３W １φ－３W １φ－３W １φ－３W １φ－３W

自　己　容　量 ２．６ＫＶＡ ３．９ＫＶＡ ５．３ＫＶＡ ６．６ＫＶＡ ７．９ＫＶＡ １０．５KVA １３．１KVA １５．８KVA １９KVA ２１KVA

入力電圧 １０５V×２ １０５V×２ １０５V×２ １０５V×２ １０５V×２ １０５V×２ １０５V×２ １０５V×２ １０５V×２ １０５V×２

最大N相吸収電流 ２５Ａ ３７．５Ａ ５０Ａ ６２．５Ａ ７５Ａ １００A １２５A １５０A １７５A ２００A

最大N相アンバラ電流改善率 50% 50% 50% 50% 50% 50% 50% 50% 50% 50%

耐電圧

絶縁抵抗

準拠規格

重　　　量 １５Ｋｇ ２０ＫｇＫｇ ２５Ｋｇ ３０Ｋｇ ３５Ｋｇ ４０Kg ５０Kg ５５Kg ６５Kg ７５Kg

＊仕様内容は予告無く変更いたします

＊不平衡率（％）＝相差電流／R相、T相の平均電流（内線規定：１１５－１）

２０００VAC/分

１０００Vメガー／１００MΩ以上

JEC－２２００
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単相三線式動作説明 
単相三線配電方式 

単相三線式は、100Ｖ負荷に対する供給方式して最も多く使用されている、図―１に示すように、中性線と外線間に100V負荷に接続でき、外線間には
200V負荷に接続できる便利な配電方式である、但し中性線と外線間の100V不平衡負荷に対しては、重負荷側は電圧が下がり、軽負荷側は電圧
が上昇する 

欠点がある。この欠点を改善できるバランサの原理を下記のように解析出来る。 

 １．単相三線式回路 

     負荷電流は、図―１に示すように同じ向き（i1,i2とも上から下へ）に流れている、それぞれの負荷電流は、図―1に示すように、それぞれ接続され
た電圧のかかった回路（i1はA→Ｂ→Ｎ′→Ｎ→Ａ、 

i2はN→Ｎ′→Ｄ→Ｃ→Ｎ）のみに流れる、中性線には負荷電流の差だけの電流が流れる、その向きは、N′点キルヒホッフの法則を用いれば、（入る電流i1
＝出る電流iN＋i2,、ゆえにiN＝i1－i2）、i1＞i2 

のときは（i1－i2）がN′からNの向きに、i1＜i2のときは（i2－i1）がNからN′に、i1＝i2(平衡負荷という)の時は０となる。（負荷電流は両外線電流） 

例えば、図―１に於いて 

 E＝105V,  i1＝30A, i2＝50A, r＝0.1Ω、ｒ＝0.2Ω PF＝１  i1＜i2 の時 

 E1=E－i1r＋(i2－i1)rN 

    =105－30×0.1＋(50－30)×0.2＝106V 

  E2=E－i2r－(i2－i1)rN 

    =105－50×0.1－(50－30)×0.2＝９6V 

このように、負荷が小さいほうの電圧は電源電圧より高くなることがある。 

２．バランサを接続した場合 

バランサ電流は負荷電流と異なって、図―2 のように、大きさが等しく（変圧比1）向きは相互に反対 

である、その向きは、線電流を平衡せせる（両外線の電流を等しくする）ように流れるので、i1＞i2の 

ときは図―2の実線の矢印の向きに、i1＜i2のときは点線の矢印の向きに流れる、またバランサ電流図―2のように上の回路は
C→B→A→N→N′→N″→C、下の回路についてはF→E→D→N→N′→N″ 

→F、と流れる（負荷には流れない）ので、格線の電流分布は図―2のようになる、バランサ電流は両外線の電流を等しくするように流れる、大きい方の線
電流を減少させ、小さい方の電流は増加させ、流れる、バランサ電流iは、バランサの無い場合の中性線電流の半分となる。 

                    i＝（i1－i2）／2     

  例えば、図―2に於いて 

 E＝105V,  i1＝30A, i2＝50A, r＝0.1Ω、ｒ＝0.2Ω PF＝１  i1＜i2 の時 

 i=（30－50）／2＝－＝10A 

  E＝E－r（i1－i）－rN（i1－i2－2i） 

  E＝105－0.1｛30－（－10）｝－0.2｛30－50－2（－10）｝ 

  ＝105－0.1×40－0.2×0 

   ＝101V＝E2 

計算結果よりE1＝E2でバランサが無い場合の負荷電圧E1＝106V,、E2＝96Vの平均（106＋96）／2 

＝101V になっていることが分る。 
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バランサなしの動作回路 
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１．単相三線式回路 
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バランサ接続動作回路 
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電灯用バランサの活用 
   日本の電灯配電系は単相三線方式が一般に配電されています、３本の配電線からなりたっており外側線はＲ相、Ｔ相中央

にアース線Ｎ相で配電されています、配電電圧は（Ｒ－Ｎ）間１００Ｖ、（Ｎ－Ｔ）間１００Ｖ、（Ｒ－Ｔ）間は２００Ｖで利用できる

利点があます又単相二線式に比べて電力損失と電圧降下が軽減でき、所要電線量も節約できる経済的な方式です。 

   しかしながら、（Ｒ－Ｎ）間の負荷と（Ｎ－Ｔ）間の負荷は現実使用されているときは一定せずに、不平衝 

   が生じ結果として線路損失より、負荷の多い相は電圧降下が大きくなる問題を有します、軽負荷側の相は電圧が上昇する

働きがあり相の電圧品質が悪くなります、そうな経験があった事がありませんか。 

   そこで、この度ご紹介のバランサは、三線間の末端に接続する事で、負荷の使い方で悪くなった電圧の不平衝を簡単に改

善することが出来ます。 

   バランサ接続頂きますと、片側のみ負荷が大きいためブレーカーが落ちたり、短時間に負荷が入り電圧降下での蛍光灯

又は照明器なでチラツキなのはなくなります、ブレーカーは容量を大きくせずに従来通り御利用できる事ができます。 

   特にパワーの大きいアンプなどはちょとした電源での電圧変動は音質に影響します、バランサを設置する事で電源の品質

が改善でき安心して音楽堪能できる事と思います。 

   是非弊社の電灯用バランサを御利用下さい。 

   １．写真は単相三線式ブレーカー５０Ａ対応用品です（パラーの島内に５０台の設置実績製品、） 

   ２．動作シュミレーション図です 

   ３．動作原理の説明 

   ４．接続説明図 

   以上参考に御覧下さい 
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バランサ接続説明図 
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